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障害福祉サービス等の見込み量について 

（第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画） 

 

日中活動系サービス 
 

生活介護 

自立訓練（機能・生活） 

就労選択支援 

就労移行支援 

就労継続支援（Ａ型・Ｂ型） 

就労定着支援 

 

 

 

 

※１ 調布市が支給決定の実施主体となっている利用者を対象としています。 

※２ 各サービスにおける実績及び見込み量は、利用時間数及び利用日数については各年度の全て

の利用者の利用量の年間合計の数値を、利用人数については年間の実利用者数を記載していま

す。 

※３ 令和８年度の実績は、令和８年７月請求分（令和８年３月提供分から６月提供分までの４か

月間）までの実績をもとに推計（×4/12 で一年間分に換算）したものです。今後も実績の集計

に伴い修正を行っていきます。 

※４ 「成果目標」については、国の基本指針（平成 18 年厚生労働省告示第 395 号「障害福祉サ

ービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針」）に沿って項目

を定めています。  

（第２回 調布市障害者総合計画策定委員会） 資料３ 
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令和７年度調布市民福祉ニーズ調査結果 ※抜粋 

 

（問）現在、給料や工賃を伴う仕事をしていますか。（１つに○） 

（18 歳以上：問 16） 

種別 
正規の社員 

職員・役員 

非正規の社員 

職員 
障害者施設 

身体障害（65 歳以上） 1.6% 6.3% 2.1% 

身体障害（64 歳以下） 23.9% 17.6% 6.3% 

知的障害 10.4% 21.3% 43.3% 

精神障害 9.2% 20.4% 17.6% 

難病 23.9% 14.1% 1.1% 

 

（問）職場や学校の人に、あなたの障害や病気のことを伝えていますか。（１つに〇） 

（18 歳以上：問 17） 

種別 伝えている 伝えていない 無回答 

身体障害（65 歳以上） 38.9% 21.6% 39.5％ 

身体障害（64 歳以下） 69.7% 12.2% 18.1％ 

知的障害 78.3% 10.8% 10.8％ 

精神障害 55.9% 30.9% 13.3％ 

難病 52.9% 26.7% 20.4％ 

 

（問）あなたは、どのような形で働きたい（続けたい）ですか。（１つに〇） 

（18 歳以上：問 18） 

種別 
正規の社員 

職員・役員 

非正規の 

社員・職員 
障害者施設 

働きたいと

思わない 

働くことが

できない 

身体障害（65歳以上） 2.6％ 8.9％ 5.5％ 30.5％ 35.8％ 

身体障害（64歳以下） 31.9％ 17.2％ 1.1％ 8.4％ 18.5％ 

知的障害 18.3％ 19.2％ 40.4％ 1.7％ 11.3％ 

精神障害 25.0％ 19.6％ 14.0％ 7.7％ 21.2％ 

難病 29.3％ 17.2％ 1.1％ 18.1％ 17.8％ 
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（問）あなたが仕事をするために、必要なことはありますか。（いくつでも〇） 

（18 歳以上：問 19） 

種別 
柔軟な勤務日 

勤務時間 
多様な働き方 

病気・障害 

への理解 

技術、知識

などの習得 

身体障害（65歳以上） 8.4％ 9.5％ 6.3％ 3.7％ 

身体障害（64歳以下） 37.4％ 36.6％ 30.7％ 21.8％ 

知的障害 30.0％ 13.8％ 35.0％ 17.5％ 

精神障害 54.8％ 38.3％ 40.6％ 32.7％ 

難病 25.9％ 17.2％ 14.4％ 21.8％ 

 

（問）あなたは普段、どれくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。

（１つに〇） 

（18 歳以上：問 24） 

種別 

仕事や学校で 

平日は毎日外出

する 

仕事や学校で

週に 3～4日

外出する 

趣味に関する

用事のときに

外出する 

近所のコン

ビニなどに

出かける 

身体障害（65歳以上） 3.2％ 9.5％ 18.4％ 15.8％ 

身体障害（64歳以下） 37.0％ 18.1％ 11.8％ 10.9％ 

知的障害 67.1％ 10.0％ 4.2％ 4.6％ 

精神障害 29.6％ 18.4％ 13.5％ 16.3％ 

難病 29.9％ 10.3％ 10.9％ 15.5％ 

 

（問）将来、お子さんに、どのような進学先を希望していますか。（１つに〇） 

（18 歳未満：問 17） 

 

 

  

43.2 16.2 2.7 30.8 3.8 3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=185）

【単数回答】

会社やお店などで働く（一般就労）

地域の障害者施設（作業所など）で働く

その他

わからない

働くことは困難だと思う

無回答
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（問）将来、お子さんが仕事をするために、必要と思うことは何ですか。（いくつで

も〇） 

 
  

60.5 

55.7 

53.5 

45.4 

42.7 

39.5 

27.0 

6.5 

6.5 

4.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

雇用する会社の相談体制や上司や同僚の病気や

障害への理解，協力

技術，知識，資格などの習得

就職支援や就職後の仕事の悩みなどが相談できる窓口

職場実習など，就職前に試しに働く機会の拡大

病気や障害に応じた多様な働き方（在宅ワークなど）

病気や障害に応じた柔軟な勤務日，勤務時間の設定

通勤や勤務中の介助や支援

雇用する会社の施設面でのバリアフリー

その他

特にない

無回答

【複数回答】全体（N=185）
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第７期計画期間の振り返りと課題  

 

サービス種別 単位 

第７期障害福祉計画 

区分 
R6 年度 

(2024 年度) 

R7 年度 

(2025 年度) 

R8 年度(推計) 

(2026 年度) 

生活介護 

延べ利用日数 

(日) 

計画 110,400 112,600 114,800 

実績 

(計画比) 

107,181 

(97.0％ 

106,394 

(94.4％) 

106,416 

(92.6％) 

実利用者数 

(人) 

計画 510 520 530 

実績 

(計画比) 

503 

(98.6％) 

504 

(96.9%) 

520 

(98.1%) 

自立訓練 

（機能訓練） 

延べ利用日数 

(日) 

計画 300 300 300 

実績 

(計画比) 

147 

(49.0%) 

454 

(151.3%) 

267 

(89.0%) 

実利用者数 

(人) 

計画 4 4 4 

実績 

(計画比) 

2 

(50.0%) 

3 

(75.0%) 

2 

(50.0％) 

自立訓練 

（生活訓練） 

(宿泊型含む) 

延べ利用日数 

(日) 

計画 9,000 9,500 10,000 

実績 

（計画比) 

9,035 

（100.3%) 

9,098 

（95.7%) 

10,110 

（101.1%) 

実利用者数 

（人) 

計画 120 125 130 

実績 

（計画比) 

137 

（114.1%) 

130 

（104.0%) 

123 

（94.6%) 

就労選択支援 

延べ利用日数 

(日) 

計画 - 40 75 

実績 

（計画比) 
- 

42 

（100.5%) 

63 

(84.0%) 

実利用者数 

（人) 

計画 - 8 15 

実績 

（計画比) 
- 

10 

（125.0%) 

15 

（100.0％) 

就労移行支援 

（※） 

延べ利用日数 

(日) 

計画 19,500 20,000 20,500 

実績 

（計画比) 

18,541 

(95.0％) 

18,256 

(91.2％) 

21,873 

（106.6%) 

実利用者数 

（人) 

計画 170 175 180 

実績 

（計画比) 

194 

(114.1％) 

196 

(112.0％) 

215 

(119.4%) 

※就労移行支援は、アセスメント利用分除く 【R6 年度】54 日/12 人 【R7 年度】29 日/6 人 
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サービス種別 単位 

第７期障害福祉計画 

区分 
R6 年度 

(2024 年度) 

R7 年度 

(2025 年度) 

R8 年度(推計) 

(2026 年度) 

就労継続支援

Ａ型 

延べ利用日数 

(日) 

計画 3,837 4,037 4,237 

実績 

(計画比) 

4,359 

(113.6%) 

5,112 

(126.6%) 

5,433 

(128.2%) 

実利用者数 

(人) 

計画 25 27 29 

実績 

(計画比) 

29 

(116.0%) 

33 

(122.2%) 

32 

(110.3%) 

就労継続支援

Ｂ型 

延べ利用日数 

(日) 

計画 101,250 102,750 104,250 

実績 

(計画比) 

99,805 

(98.5%) 

104,042 

(101.2%) 

110,316 

(105.8％) 

実利用者数 

(人) 

計画 730 740 750 

実績 

(計画比) 

759 

(103.9%) 

789 

(106.6%) 

790 

(105.3%) 

就労定着支援 
実利用者数 

(人) 

計画 70 75 80 

実績 

（計画比) 

82 

（117.1%) 

92 

（122.6%) 

104 

（130.0%) 

 

 ● 新たに事業所開設を検討する事業者への開設相談や、開設経費に係る補助金による支

援を行い、サービスの拡大と日中活動場所の整備を進めました。 

 

 ● 市が設置する重症心身障害者通所施設「デイセンターまなびや」が定員に達したこと

に伴い、新たな施設整備を進め、令和６年４月に「デイセンターまなびや国領」（生活介

護）を開設しました。 

 

 ● 三鷹市及び府中市とともに調布基地跡地への新たな施設整備を進め、令和８年４月に

「ケアコミュニティみちふの森」（生活介護。重症心身障害者対象）及び「知的障害者施

設ハートポートこもれび」（生活介護。重度知的障害者対象）が開設しました。 

 

 ● 重度障害者を対象とした施設整備が進んだ一方で、自力通所の困難な中度の障害者、

高次脳機能障害者等を対象とした送迎サービスのある生活介護事業所が不足しています。 

 

 ● 令和６年４月の障害福祉サービス等報酬改定を受けて、生活介護から就労継続支援Ｂ

型へ事業を変更した事業所が市内で複数生じています。 
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 ● 知的障害者のより多様な就労支援のニーズに対応するため、令和６年４月に「ワーク

ライフカレッジすとっく」（自立訓練（生活訓練）、就労移行支援）を開設しました。令

和７年１月からは就労定着支援、同年 10 月からは就労選択支援の事業も開始していま

す。 

 

 ● 就労選択支援については、知的障害者を対象とした「ワークライフカレッジすとっく」

以外の精神障害者等へのサービス提供可能な事業所の確保が課題です。 

 

 ● 就労移行支援及び就労定着支援については、新規事業所の開設もあり、計画における

見込み量以上の拡大となっています。 

 

 ● 生活介護、就労継続支援Ｂ型についても、特別支援学校卒業生を含め、なお利用者の

増加傾向は続いています。 

 

【参考資料】障害別の利用状況（令和７年度実績) 

サービス種別 単位 

R7 年度  

サービス提供実績 

（全体) 身体 知的 精神 難病 

生活介護 
日 106,394 34,584  97,009  7,242  67 

人 504 165 440  54  1 

自立訓練 

（機能訓練） 

日 454 454  0 25  0 

人 3  3 0 1  0 

自立訓練 

（生活訓練） 

日 9,098 625 2,051 6,386 0 

人 130 10 24 105 0 

就労選択支援 
日 42 5 37 5 0 

人 10 1 9 1 0 

就労移行支援 
日 18,285 1,139 2,768 14,921 107 

人 200 17 26 164 1 

就労継続支援Ａ型 
日 5,112 920 2,266 1,838 236 

人 33 5 13 16 1 

就労継続支援Ｂ型 
日 104,042 12,402 51,405 50,147 142 

人 789 82 269 506 1 

就労定着支援 人 92 4 11 78 0 

※ 重複障害者はそれぞれにカウントしており，各障害種別の合計値は全体と一致しません。 
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サービス提供体制の状況 

 

（１）事業所数（令和８年８月時点) 

 

サービス種別 調布市 
（参考) 

府中市 三鷹市 東京都全域 

生活介護 24 か所 16 か所 8 か所 705 か所 

自立訓練 

（機能訓練） 
0 か所 0 か所 0 か所 29 か所 

自立訓練 

（生活訓練） 
7 か所 3 か所 2 か所 138 か所 

就労選択支援 1 か所 0 か所 0 か所 48 か所 

就労移行支援 7 か所 6 か所 4 か所 343 か所 

就労継続支援Ａ型 0 か所 0 か所 0 か所 94 か所 

就労継続支援Ｂ型 30 か所 30 か所 19 か所 1,169 か所 

就労定着支援 5 か所 6 か所 4 か所 276 か所 

 

（２）新規事業所の開設状況 ※現行計画期間（令和６年度以降） 

 

開設時期 サービス種別（定員） 主たる対象者 

令和６年４月 
自立訓練（生活訓練）（10） 

就労移行支援（10） 
知的障害者 

令和６年４月 生活介護（20） 重症心身障害者 

令和７年６月 就労移行支援（20） 精神障害者 

令和７年６月 就労継続支援Ｂ型（20） 知的障害者、精神障害者 

令和８年２月 

（定員増） 

生活介護（6） 

就労継続支援Ｂ型（10） 
知的障害者 

令和 8年４月 生活介護（20） 知的障害者 

令和８年４月 生活介護（20） 重症心身障害者 
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第８期計画におけるサービス見込み 

 

【サービス見込み量の考え方（案）】 

 

 ○ 利用者の意向、障害特性、年齢等、その人に合った活動の場と選択の機会が確保され

ることを基本と考えます。 

 

 ○ 今後の特別支援学校等の卒業生に必要な日中活動の場所が確保されるよう、卒業生の

見込み数及び利用が想定されるサービス種別の推計から、必要なサービス量を見込みま

す。 

 

 ○ 就労選択支援については、令和９年４月から対象者が拡大されることを踏まえ、必要

なサービス量の増加を見込みます。 

 

サービス種別 単位 

第７期実績 第８期障害福祉計画(案) 

R7 年度 
R8 年度 

(推計) 

R9 年度 

(2027 年度) 

R10 年度 

(2028 年度) 

R11 年度 

(2029 年度) 

生活介護 

延べ利用日数 

(日) 
106,394 106,416 

※今後の議論を踏まえ、第４回委員

会において提示予定 

実利用者数 

(人) 
504 520 

自立訓練 

（機能訓練） 

延べ利用日数 

(日) 
454 267 

実利用者数 

(人) 
3 2 

自立訓練 

（生活訓練） 

※宿泊型含む 

延べ利用日数 

(日) 
8,509 10,110 

実利用者数 

（人) 
127 123 

就労選択支援 

延べ利用日数 

(日) 
42 63 

実利用者数 

（人) 
10 15 

就労移行支援 

延べ利用日数 

(日) 
18,285 21,873 

実利用者数 

(人) 
196 215 
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就労継続支援 

Ａ型 

延べ利用日数 

(日) 
5,112 5,433 

実利用者数 

(人) 
33 32 

就労継続支援 

Ｂ型 

延べ利用日数 

(日) 
104,042 110,316 

実利用者数 

(人) 
789 790 

就労定着支援 
実利用者数 

(人) 
92 104 

 

 

【提供体制確保のための方策】 

 

※今後の議論を踏まえ、第４回委員会において提示予定 
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成果目標（福祉施設から一般就労への移行等） 

 

（１）第７期計画期間の振り返り 

 

 第７期計画における国の基本指針に基づき、「福祉施設から一般就労への移行等」に係る

成果目標を以下のとおり定め、取り組んでいます。 

 

【目標１】就労移行支援事業等（※１）を通じての一般就労への移行者数 

 

項目 
令和４年度 

実績 

令和７年度 

実績 

令和８年度 

目標値 

年間一般就労者数 51 人 64 人 71 人 1.28 倍 

  うち 就労移行支援事業から 42 人 53 人 55 人 1.31 倍以上 

    就労継続支援Ａ型事業から 0 人 0 人 4 人 1.29 倍以上 

    就労継続支援Ｂ型事業から 6 人 7 人 7 人 1.28 倍以上 

    その他事業から 3 人 4 人 5 人 － 

 

 ※１ ここでは、生活介護、自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援（Ａ型・

Ｂ型）をいいます。 

 

 

【目標２】障害者就労支援事業（※２）による一般就労者数 

 

令和３年度の年間一般就労者数 55 人 

令和８年度の年間一般就労者数 
目標値 71 人（1.28 倍以上） 

実績 60 人（R7年度） 

 

 ※２ 障害者の就労支援、定着支援等を実施する「障碍者就労支援センター」で行う事業をいいます。

調布市では、ちょうふだぞう、こころの健康支援センター就労支援室ライズの２か所で実施して

います。 
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【目標３】就労移行支援事業の利用修了者に占める一般就労へ移行した者の割合 

 

 令和８（2026）年度において利用終了者に占める一

般就労へ移行した者の割合が５割以上の市内就労

移行支援事業所の割合 

目標値 50％以上 

実績 未集計（※３） 

 

 ※３ 利用者数ベースでは 55.1％（54／98 人。令和７年度実績） 

 

 

【目標４】就労定着支援事業の利用者数 

 

令和３年度の「就労定着支援」利用者数 59 人 

令和８（2026）年度の「就労定着支援」利用者数 
目標値 83 人（1.41 倍以上） 

実績 92 人（R7 年度） 

 

 

【目標５】「就労定着支援」事業所の就労定着率（※４） 

 

 令和８（2026）年度において就労定着率が７割以上

となる市内就労定着支援事業所の割合 

目標値  25％以上 

実績 未集計 

 

 ※４ 過去６年間において就労定着支援の利用を修了した者のうち、雇用された通常の事業所に 42

月以上 78月未満の期間継続して就労している者、又はしていた者の割合 
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（２）第８期計画における成果目標 

 

【目標１】就労移行支援事業等を通じての一般就労への移行者数 

 

○ 国の基本指針 

  令和 11(2029)年度中の一般就労への移行者数を令和６年度の 1.31 倍以上。 

  また、上記のうち、以下の事業からの一般就労への移行については個別に目標値を定

める。 

   ・就労移行支援   1.14 倍以上 

   ・就労継続支援Ａ型 1.52 倍以上 

   ・就労継続支援Ｂ型 1.67 倍以上 

 

 ○ 調布市の考え方 

  国の基本指針に沿って目標値を定めます。 

 

項目 
令和６年度 

実績 

令和 11(2029)年度 

目標値 

年間一般就労者数 73 人 96 人 1.31 倍以上 

  うち 就労移行支援事業から 57 人 70 人 1.14 倍以上 

    就労継続支援Ａ型事業から 1 人 2 人 1.52 倍以上 

    就労継続支援Ｂ型事業から 10 人 17 人 1.67 倍以上 

    その他事業から 5 人 7 人 － 

 

 

【目標２】就労移行支援事業の利用修了者に占める一般就労へ移行した者の割合 

 

 ○ 国の基本指針 

  就労移行支援事業利用修了者に占める一般就労へ移行した者の割合が５割以上の事業

所を全体の５割以上。 

 

 ○ 調布市の考え方 

  国の基本指針に沿って目標値を定めます。 

 

令和 11(2026)年度において利用終了者に占める一般就労へ

移行した者の割合が５割以上の市内就労移行支援事業所の

割合 

目標値 50％以上 
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【目標３】就労定着支援事業の利用者数 

 

 ○ 国の基本指針 

  令和 11(2029)年度における就労定着支援事業の利用者数が令和６年度の 1.47 倍以上 

 

 ○ 調布市の考え方 

  国の基本指針に沿って目標値を定めます。 

 

令和６年度の「就労定着支援」利用者数 82 人 

令和 11(2029)年度の「就労定着支援」利用者数 目標値 
121 人 

（1.47 倍以上） 

 

【目標４】「就労定着支援」事業所の就労定着率（※） 

 

 ○ 国の基本指針 

  令和 11(2029)年度において，就労定着率（※）が７割以上となる就労定着支援事業所が

全体の２割５分以上 

 

 ○ 調布市の考え方 

  国の基本指針に沿って目標値を定めます。 

 

 令和 11(2029)年度において就労定着率が７割以上となる市

内就労定着支援事業所の割合 
目標値 25％以上 

  ※ 過去６年間において就労定着支援の利用を終了した者のうち，雇用された通常の事業所に 42

月以上 78月未満の期間継続して就労している者，又はしていた者の割合 

 

【目標５】「就労選択支援」事業所の設置 

 

 ○ 国の基本指針 

  協議会設置圏域ごとに就労選択支援事業所を設置。令和 11(2029)年度の就労選択支援

利用者を 82,000 人以上 

 

 ○ 調布市の考え方 

  国の基本指針に沿って目標値を定めます。就労選択支援事業所は既に市内に設置済み

であるため、利用者数について、国の基本指針から人口按分を目標値を定めます。 

令和 11(2029)年度の「就労選択支援」利用者数 目標値 168 人 

 


